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が1m位となり突きあたるO 4~5m 

りしたスリッケンサイドがみられる O スリッケンサイド上の

るのが確認できる O 断層は左ずれ断層である O 右側底部は、

となり、左側の壁では、はっき

は、加。ほど東に傾いてい

と火山灰からなり、水

流によってけずられている O この場所は、富士川断層の延長線上にあたる O 断層

山付近を通って山梨県側に抜けているので、今後の課題は山梨県側で断層を確認することと、

微小地震観測網を整備して断賠の構造を解明することであるとの説明があった。

も光波測量を用いて観測が始められている。正面玄関屋上にある観測室では、

11断層を横断する測線3館所を含む 6箇所との距離を測定しているが、途中の風、

スモッグ、霧などの影響が強く表われるので、補正に苦労しているとの説明があった。

に入札今回の巡検を終え 1'-0 

えんそくの 刊に当って

邦

本会創立20周年記念出版物である「えんそくの地学Jは雪昭和田年7月の第 1回編

より約2年半の歳月を経て、この度無事出版することができた。ここに、その

経過、内容などについ 私の任務を終えたいと思う O

この本は、 に、自然観察の機会を取り入れてもらうこと 目的

にして作られたもので、静間県内 32コースについての地学案内が書かれている O 編集に

たっては、原稿内容の平易化に一番カを注いだ。さらに、やさしく楽しい印象を与え

るため、「ちがくの広場jと名付けたのカコミや、マンガカットを随所に入れた。

紙カバー見返しの図とともに、編集に苦労したところであるo 10周年記念出版物である

自然歩道の地学案内Jより約 50ページも厚くなり、質、量ともにさらに充実した
ものになった。築地書館の「日曜の地学jと比べても、決して恥ずかしくない出来ばえ

と自負している O

コースの選定、執筆者への依頼など編集委員の方々に

その結果、当初の予期以上の原稿が集まり、その一部は次回

したにもかかわらず、次回にまわさ

りをいただいた。

るを得なかった。

としてJ心

からおわびしたい。数年後には、ぜ、ひ続編が出版されることを期待したい。

このような、立派な本を出版することができたのも、会員の皆様のお陰ですが、本を

出版しただけでは、我々の真の自的は達成できません。今後は、真の目的である、地学

を計るため、より多くの人に、実際に野外で活用していただかなければなり

ません。定価も安くつけましたので、会員の皆様が一冊ずつお買上げいただくことはも

ち論、職場の方々や知り合いの方々に御紹介くださるようお願いします。

(B 6版、 249ページ、定価 1.200丹、会員特価 1.000円、購入方法は本会または支部

にお尋ね下さい。〕
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